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(57)【要約】
【課題】ヒュージブルリンクユニットのバッテリ端子へ
の取付作業性を向上させたヒュージブルリンクユニット
の接続構造を提供する。
【解決手段】ヒュージブルリンクユニット４は、接続孔
６と取付部７とを備えている。接続孔６は、バッテリ端
子３の一端部３ａに設けられたスタッドボルト３２を内
部に通す。取付部７は、バッテリ端子３の連結部３７に
該連結部３７を中心に回転自在に取り付けられる。ヒュ
ージブルリンクユニット４とバッテリ端子３とが矢印Ｒ
に沿って連結部３７を中心にして相対的に近づく方向に
回転することによって、接続孔６内にスタッドボルト３
２が通される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリのバッテリポストにバッテリ端子を介して接続されるヒュージブルリンクユニ
ットの接続構造であって、
　前記ヒュージブルリンクユニットが、前記バッテリ端子の一端部と接続される接続部と
、前記バッテリ端子の他端部に該他端部を中心に回転自在に取り付けられる取付部と、を
備え、
　前記ヒュージブルリンクユニットと前記バッテリ端子とが前記バッテリ端子の他端部を
中心にして相対的に近づく方向に回転することによって、前記接続部と前記バッテリ端子
の一端部とが接続される構成となっていることを特徴とするヒュージブルリンクユニット
の接続構造。
【請求項２】
　前記取付部が、前記バッテリポストを覆うように配される覆い部と、前記覆い部に連な
りかつ前記バッテリ端子の他端部に回転自在に係合する係合部と、を備えたことを特徴と
する請求項１に記載のヒュージブルリンクユニットの接続構造。
【請求項３】
　前記接続部が、前記バッテリ端子の一端部から立設したスタッドボルトを内部に通す接
続孔とされ、
　前記接続孔が、第１の孔部と、前記第１の孔部に連なる第２の孔部と、を備え、
　前記ヒュージブルリンクユニットと前記バッテリ端子とが相対的に近づく方向に回転し
ていくと前記第１の孔部内に通されたスタッドボルトが前記第２の孔部内へと移動してい
き、前記ヒュージブルリンクユニットと前記バッテリ端子とが重なり合って回転が完了す
ると前記スタッドボルトが前記第２の孔部内に位置付けられる構成となっていることを特
徴とする請求項１または請求項２に記載のヒュージブルリンクユニットの接続構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリのバッテリポストにバッテリ端子を介して接続されるヒュージブル
リンクユニットの接続構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動体としての自動車には、車両に搭載された様々な電子機器等に電力を供給する電力
供給源としてのバッテリが搭載されている。バッテリと、電子機器等に接続された電線と
は、例えば、ヒュージブルリンクユニット（ヒューズユニット）を介して接続される。ヒ
ュージブルリンクユニットは、バッテリのバッテリポストにバッテリ端子を介して接続さ
れる（例えば、特許文献１及び２参照）。
【０００３】
　特許文献１及び２に記載されたヒュージブルリンクユニットの一端部には、バッテリ端
子と接続される接続孔が設けられている。ヒュージブルリンクユニットの他端部には、前
述した電子機器等に接続された電線が接続される電線接続部が設けられている。また、バ
ッテリ端子の一端部には、前述した接続孔内に通されるスタッドボルトが設けられている
。バッテリ端子の他端部には、内部にバッテリポストを通すバッテリ用孔が設けられてい
る。
【０００４】
　前述したヒュージブルリンクユニットをバッテリに接続する際には、まず、ヒュージブ
ルリンクユニットの電線接続部に電線を取り付けて、ヒュージブルリンクユニットと電線
とを接続しておく。また、バッテリ端子のバッテリ用孔内にバッテリポストを通して、バ
ッテリ端子とバッテリとを接続しておく。その後、ヒュージブルリンクユニットの接続孔
内にバッテリ端子のスタッドボルトを通し、スタッドボルトにナットをねじ込んで、バッ
テリ端子とヒュージブルリンクユニットとを接続する。
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【特許文献１】特開２０００－３３１５９１号公報
【特許文献２】特開２００２－３５８８６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１及び２に記載されたヒュージブルリンクユニットをバッテリ
端子に取り付ける際には、作業者が目視によって接続孔とスタッドボルトの位置を合わせ
て接続孔内にスタッドボルトを通さなくてはならないので、取付作業性が悪いといった問
題があった。さらに、接続孔内に通されたスタッドボルトにナットをねじ込むときにヒュ
ージブルリンクユニットが回転トルクによって回転してしまうことがあるので、ヒュージ
ブルリンクユニットを把持する必要があり、取付作業性が悪いといった問題があった。
【０００６】
　さらに、接続孔とスタッドボルトの位置を合わせるときに、接続孔や接続孔近傍がスタ
ッドボルトの先端によって傷付けられたり、スタッドボルトの先端のねじ山が接続孔近傍
によって損傷したりすることがあり、ヒュージブルリンクユニットとバッテリ端子との電
気的な接続の安定性が低下する虞があった。
【０００７】
　また、特に特許文献２に記載されたＬ字状のヒュージブルリンクユニットにおいては、
バッテリ側面側に配される下垂部に電線接続部が設けられているので、電線接続部に接続
される電線数が増加すると下垂部の重量が増加する。このため、前述したナットをねじ込
むときにヒュージブルリンクユニットを水平状態に把持する必要があり、取付作業性が悪
いといった問題があった。
【０００８】
　さらに、下垂部の重量が増加することによってバッテリ端子やバッテリポストにかかる
応力が増大し、このようなヒュージブルリンクユニットが自動車等に搭載されると、走行
時の振動によってヒュージブルリンクユニットが揺動したときに、バッテリ端子やバッテ
リポストに応力が集中して作用してこれらバッテリ端子やバッテリポストが損傷してしま
う虞があった。
【０００９】
　本発明は、このような問題を解決することを目的としている。即ち、本発明は、ヒュー
ジブルリンクユニットのバッテリ端子への取付作業性を向上させたヒュージブルリンクユ
ニットの接続構造を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記課題を解決し目的を達成するために、請求項１に記載された発明は、バッテリのバ
ッテリポストにバッテリ端子を介して接続されるヒュージブルリンクユニットの接続構造
であって、前記ヒュージブルリンクユニットが、前記バッテリ端子の一端部と接続される
接続部と、前記バッテリ端子の他端部に該他端部を中心に回転自在に取り付けられる取付
部と、を備え、前記ヒュージブルリンクユニットと前記バッテリ端子とが前記バッテリ端
子の他端部を中心にして相対的に近づく方向に回転することによって、前記接続部と前記
バッテリ端子の一端部とが接続される構成となっていることを特徴としたヒュージブルリ
ンクユニットの接続構造である。
【００１１】
　請求項２に記載された発明は、請求項１に記載されたヒュージブルリンクユニットの接
続構造において、前記取付部が、前記バッテリポストを覆うように配される覆い部と、前
記覆い部に連なりかつ前記バッテリ端子の他端部に回転自在に係合する係合部と、を備え
たことを特徴としたヒュージブルリンクユニットの接続構造である。
【００１２】
　請求項３に記載された発明は、請求項１または請求項２に記載されたヒュージブルリン
クユニットの接続構造において、前記接続部が、前記バッテリ端子の一端部から立設した
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スタッドボルトを内部に通す接続孔とされ、前記接続孔が、第１の孔部と、前記第１の孔
部に連なる第２の孔部と、を備え、前記ヒュージブルリンクユニットと前記バッテリ端子
とが相対的に近づく方向に回転していくと前記第１の孔部内に通されたスタッドボルトが
前記第２の孔部内へと移動していき、前記ヒュージブルリンクユニットと前記バッテリ端
子とが重なり合って回転が完了すると前記スタッドボルトが前記第２の孔部内に位置付け
られる構成となっていることを特徴としたヒュージブルリンクユニットの接続構造である
。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１に記載された発明によれば、ヒュージブルリンクユニットが、バッテリ端子の
一端部と接続される接続部と、バッテリ端子の他端部に該他端部を中心に回転自在に取り
付けられる取付部とを備え、ヒュージブルリンクユニットとバッテリ端子とがバッテリ端
子の他端部を中心にして相対的に近づく方向に回転することによって、接続部とバッテリ
端子の一端部とが接続される構成となっている。このため、接続部とバッテリ端子の一端
部とを位置合わせしなくても簡単に接続させることができ、ヒュージブルリンクユニット
のバッテリ端子への取付作業性を向上させることができる。また、接続部とバッテリ端子
の一端部との位置合わせが必要ないので、位置合わせのときに起こり得る接続部やバッテ
リ端子の一端部の損傷を防止できる。
【００１４】
　さらに、ヒュージブルリンクユニットは、接続部と取付部の２箇所でバッテリ端子に接
続される（取り付けられる）ので、回転が完了した位置からずれることがない。また、従
来の１箇所（接続部のみ）で接続された場合と比較して、ヒュージブルリンクユニットが
揺動したとき等にバッテリ端子やバッテリポストにかかる応力が分散され、バッテリ端子
やバッテリポストの損傷を防止できる。
【００１５】
　請求項２に記載された発明によれば、取付部が、バッテリポストを覆うように配される
覆い部と、覆い部に連なりかつバッテリ端子の他端部に回転自在に係合する係合部とを備
えている。このため、覆い部によって、通電時にバッテリポストやバッテリ端子から放出
される熱を効果的に放熱できる。また、係合部によって、ヒュージブルリンクユニット（
またはバッテリ端子）を確実に回転させることができる。
【００１６】
　請求項３に記載された発明によれば、接続部が、バッテリ端子の一端部から立設したス
タッドボルトを内部に通す接続孔とされ、接続孔が、第１の孔部と、前記第１の孔部に連
なる第２の孔部とを備えている。そして、ヒュージブルリンクユニットとバッテリ端子と
が相対的に近づく方向に回転していくと第１の孔部内に通されたスタッドボルトが第２の
孔部内へと移動していき、ヒュージブルリンクユニットとバッテリ端子とが重なり合って
回転が完了するとスタッドボルトが第２の孔部内に位置付けられる構成となっている。こ
のため、ヒュージブルリンクユニット（またはバッテリ端子）を回転させるときにスタッ
ドボルトが接続孔の外縁と当接することがなく、ヒュージブルリンクユニット（またはバ
ッテリ端子）を確実に回転させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態にかかるヒュージブルリンクユニットの接続構造を図１ない
し図５を参照して説明する。本発明の一実施形態にかかるヒュージブルリンクユニットの
接続構造１は、図１に示すように、バッテリ２のバッテリポスト２２にバッテリ端子３を
介してヒュージブルリンクユニット４を接続する構造である。ヒュージブルリンクユニッ
トの接続構造１は、バッテリ２と、バッテリ端子３と、ヒュージブルリンクユニット４と
を備えている。
【００１８】
　バッテリ２は、図１に示すように、収容ケース２１と、一対のバッテリポスト（一方の
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み図示）２２とを少なくとも備えている。収容ケース２１は、絶縁性の合成樹脂等で構成
されている。収容ケース２１は、略平板状の上蓋部２１ａと、有底角筒状のケース本体２
１ｂとを備えている。ケース本体２１ｂの開口に上蓋部２１ａが取り付けられて、収容ケ
ース２１が組み立てられる。収容ケース２１の内部には、互いに電気的に接続された複数
のセル板等が収容されている。
【００１９】
　一対のバッテリポスト２２は、それぞれ、略円柱状に形成されている。一対のバッテリ
ポスト２２は、それぞれ、上蓋部２１ａを貫通して、バッテリ２の上面２ａから突出して
いる。一対のバッテリポスト２２は、それぞれ、一端が収容ケース２１外に配され、他端
が収容ケース２１内に配されている。一対のバッテリポスト２２は、収容ケース２１内に
収容された複数のセル板のうち両端に位置するセル板と電気的に接続されている。一対の
バッテリポスト２２のうち一方のバッテリポスト２２（以下、単にバッテリポスト２２と
いう）には、バッテリ端子３が接続され、バッテリ端子３を介してヒュージブルリンクユ
ニット４が接続される。
【００２０】
　バッテリ端子３は、導電性の板金等を折り曲げる等して形成されている。バッテリ端子
３は、図１に示すように、端子本体３０と、スタッドボルト用孔３１と、バッテリ端子３
の長手方向（図１中、左右方向）の一端部３ａに立設したスタッドボルト３２と、バッテ
リ用孔３３と、ボルト３４と、係止片３９及びナット３５（図２）とを備えている。
【００２１】
　端子本体３０は、図１に示すように、一対の平板部３６ａ、３６ｂと、これら平板部３
６ａ、３６ｂの長手方向の一端同士を互いに連結する連結部３７と、係合爪３８（図２）
とを備えている。一対の平板部３６ａ、３６ｂは、平板状に形成され、互いに間隔をあけ
て互いに平行に設けられている。バッテリ端子３がバッテリ２に接続されると、一対の平
板部３６ａ、３６ｂはバッテリ２の上面２ａと平行に配される。また、一方の平板部３６
ａはバッテリ２の上面２ａから離れた位置に配されて、他方の平板部３６ｂはバッテリ２
の上面２ａ寄りに配される。
【００２２】
　連結部３７は、断面Ｕ字状の樋状に形成されている。連結部３７の長手方向中央には、
この連結部３７を分断する隙間が形成されている。連結部３７は、バッテリ端子３の長手
方向においてスタッドボルト３２と反対側に設けられている。この連結部３７は、バッテ
リ端子３の他端部に相当する。
【００２３】
　係合爪３８は、一対の平板部３６ａ、３６ｂの幅方向両端に設けられている。係合爪３
８は、一対の平板部３６ａ、３６ｂの互いに相対する端部から互いに近づく方向に突出し
ている。係合爪３８が互いに係合することによって、一対の平板部３６ａ、３６ｂは互い
に間隔をあけて互いに平行な状態で保持される。
【００２４】
　スタッドボルト用孔３１は、バッテリ端子３の一端部３ａに設けられている。スタッド
ボルト用孔３１は、平面形状が円状に形成され、前述した一方の平板部３６ａを貫通して
いる。スタッドボルト用孔３１は、バッテリ用孔３３よりも連結部３７から離れた側に設
けられている。スタッドボルト用孔３１は、内部にスタッドボルト３２を通す。
【００２５】
　スタッドボルト３２は、略円柱状の軸部と、該軸部の一端に連なる頭部とを一体に備え
ている。スタッドボルト３２は、軸部がスタッドボルト用孔３１に通されかつ頭部が一対
の平板部３６ａ、３６ｂの間に挟持されて、端子本体３０に固定されている。バッテリ端
子３がバッテリ２に接続されると、スタッドボルト３２は、バッテリ２の上面２ａから立
設するように配される。そして、スタッドボルト３２は、矢印Ｒ方向（図５）に略沿って
立設するように配される。
【００２６】



(6) JP 2010-21054 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

　バッテリ用孔３３は、平面形状が円状に形成され、一対の平板部３６ａ、３６ｂの連結
部３７寄りを貫通している。バッテリ用孔３３は、一方の平板部３６ａを貫通した孔と他
方の平板部３６ｂを貫通した孔とが連通して形成されている。バッテリ用孔３３は、内部
にバッテリポスト２２を通す。バッテリ用孔３３内にバッテリポスト２２が通されて、バ
ッテリ端子３はバッテリポスト２２（即ちバッテリ２）と接続される。
【００２７】
　ボルト３４は、略円柱状の軸部と、該軸部の一端に形成された矩形平板状の頭部とを一
体に備えている。軸部には、ねじ溝が形成されている。ボルト３４は、軸部が連結部３７
の内側に収容される。そして、頭部と軸部の先端とが連結部３７の両端からそれぞれ突出
するように、端子本体３０に取り付けられる。
【００２８】
　係止片３９は、矩形平板状に形成され、ボルト３４の頭部と略同一形状に形成されてい
る。係止片３９の中心には、内部にボルト３４の軸部を通す貫通孔が設けられている。係
止片３９は、連結部３７内に通されたナット３５がねじ込まれる前のボルト３４の軸部に
取り付けられる。係止片３９とボルト３４の頭部との間は、ヒュージブルリンクユニット
４の後述する取付部７の幅より若干広い。係止片３９とボルト３４の頭部との間には、後
述する取付部７が位置付けられる。
【００２９】
　ナット３５は、係止片３９が取り付けられたボルト３４の軸部の先端にねじ込まれる。
ナット３５が軸部の先端にねじ込まれることによって、ボルト３４の頭部とナット３５と
の間隔が調節されて連結部３７の隙間が調節され、バッテリ用孔３３が縮径される。
【００３０】
　ヒュージブルリンクユニット４は、全体として略Ｌ字状に形成されている。ヒュージブ
ルリンクユニット４は、図１に示すように、導体部４０と、被覆部５０とを備えている。
導体部４０は、図１に示すように、電源用バスバ４１と、オルタネータ用バスバ４２（図
３）と、接続用バスバ４３と、可溶体４４と、接続部としての接続孔６と、取付部７とを
備えている。
【００３１】
　電源用バスバ４１は、導電性の板金を折り曲げる等して形成されている。電源用バスバ
４１は、被覆部５０の後述する水平部５１にインサート成形されている。電源用バスバ４
１は、図３に示すように、平板片４１ａと、平板片４１ａの両端から立設した立設片４１
ｂとを備え、断面コ字状に形成されている。
【００３２】
　オルタネータ用バスバ４２は、導電性の板金を折り曲げる等して形成されている。オル
タネータ用バスバ４２は、被覆部５０の後述する下垂部５２にインサート成形されている
。オルタネータ用バスバ４２は、図３に示すように、Ｌ字状に形成され、一端がバッテリ
２の上面２ａと平行に配され、他端がバッテリ２の側面２ｂと平行に配される。
【００３３】
　オルタネータ用バスバ４２の一端には、該一端を貫通したボルト用孔が設けられている
。ボルト用孔は、平面形状が円状に形成され、内部にボルト４７（図２）を通す。このボ
ルト４７は、被覆部５０にインサート成形され、オルタネータ（図示せず）に接続された
電線と端子金具を介して接続される。オルタネータ用バスバ４２の他端は、被覆部５０の
後述する下垂部５２のフード部５７内に突出する。
【００３４】
　接続用バスバ４３は、導電性の板金を折り曲げる等して形成されている。接続用バスバ
４３は、被覆部５０の後述する下垂部５２にインサート成形されている。接続用バスバ４
３は、複数（本実施形態では２つ）設けられている。接続用バスバ４３は、図１に示すよ
うに、Ｌ字状に形成され、一端がバッテリ２の上面２ａと平行に配され、他端がバッテリ
２の側面２ｂと平行に配されている。接続用バスバ４３の他端は、下垂部５２のフード部
５７内に突出する。
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【００３５】
　可溶体４４は、２つ設けられている。可溶体４４は、一対の連結片と、一対の連結片の
間に配置された溶断片とを一体に備えている。一方の可溶体４４において、一方の連結片
は電源用バスバ４１の平板片４１ａと接続され、他方の連結片は一方の接続用バスバ４３
の前述した一端と接続される。他方の可溶体４４において、一方の連結片は電源用バスバ
４１の平板片４１ａと接続され、他方の連結片はオルタネータ用バスバ４２及び他方の接
続用バスバ４３の前述した一端と接続される。他方の可溶体４４は、一方の可溶体４４よ
りも電流容量が大きい。
【００３６】
　溶断片は、比較的融点の低い金属等から形成され、ヒュージブルリンクユニット４に過
電流が流れた際に自己発熱によって溶断する。溶断片が溶断することによって、電源用バ
スバ４１とオルタネータ用バスバ４２または接続用バスバ４３との電気的な接続が絶たれ
、過電流による事故等を防止する。
【００３７】
　接続孔６は、図４に示すように、電源用バスバ４１の平板片４１ａの中央を貫通してい
る。接続孔６は、スタッドボルト３２を内部に通して、バッテリ端子３の一端部３ａと接
続される。そして、接続孔６内に通されたスタッドボルト３２にナット６３（図１）がね
じ込まれて、ヒュージブルリンクユニット４がバッテリ端子３に固定される。
【００３８】
　接続孔６は、第１の孔部６１と、第１の孔部６１に連なる第２の孔部６２とを備えてい
る。第１の孔部６１は、平板片４１ａの長手方向（図４中、左右方向）に沿って延びた長
円状に形成されている。第１の孔部６１の幅（図４中、上下方向）は、スタッドボルト３
２の軸部の外径よりも若干大きい。第１の孔部６１は、ヒュージブルリンクユニット４が
バッテリ端子３と重なり合ったとき（図１）にスタッドボルト３２を通す位置よりも、取
付部７から離れた位置に設けられている。第１の孔部６１は、後述するようにヒュージブ
ルリンクユニット４が回転する際に、スタッドボルト３２が接続孔６の外縁と当接して回
転できなくなることがないように、スタッドボルト３２の逃げ部として設けられている。
【００３９】
　第２の孔部６２とは、図４中の右側の実線で示された半円弧と、図４中の一点鎖線で示
された半円弧とで形成された円形状部分のことである。第２の孔部６２の内径は、スタッ
ドボルト３２の軸部の外径よりも若干大きい。第２の孔部６２と第１の孔部６１とは、平
板片４１ａの長手方向に沿って並んで設けられている。第２の孔部６２は、第１の孔部６
１よりも取付部７寄りに設けられ、ヒュージブルリンクユニット４がバッテリ端子３と重
なり合ったとき（図１）にスタッドボルト３２を通す位置に設けられている。
【００４０】
　前述した構成の接続孔６においては、後述するようにヒュージブルリンクユニット４が
矢印Ｒ方向に回転してバッテリ端子３に近づいていくと、まず、スタッドボルト３２の軸
部の先端が第１の孔部６１内に通される。そして、ヒュージブルリンクユニット４がさら
に回転してバッテリ端子３に近づいていくと、スタッドボルト３２の軸部の基端側が徐々
に第１の孔部６１内に通されていくとともに、第１の孔部６１内に通されたスタッドボル
ト３２は徐々に第２の孔部６２内へと移動していく。そして、図１に示すようにヒュージ
ブルリンクユニット４がバッテリ端子３と重なり合ってヒュージブルリンクユニット４の
回転が完了すると、スタッドボルト３２の軸部の基端が第２の孔６２内に位置付けられる
（図４中、点線で示す）。
【００４１】
　前述した第１の孔部６１によって、接続孔６はスタッドボルト３２の軸部の外径よりも
大きく形成されることになる。しかしながら、第２の孔部６２内に通されたスタッドボル
ト３２は、ヒュージブルリンクユニット４や該ヒュージブルリンクユニット４に接続され
た電線の重量によって第２の孔部６２内に位置付けられた状態を維持し、ナット６３をね
じ込まれる。
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【００４２】
　取付部７は、電源用バスバ４１と一体に形成され、矩形状の板金を折り曲げる等して形
成されている。取付部７は、図３及び図４に示すように、覆い部７１と、係合部７２とを
備えている。
【００４３】
　覆い部７１は、電源用バスバ４１の平板片４１ａの可溶体４４から離れた端部から延設
されている。覆い部７１は、ヒュージブルリンクユニット４がバッテリ端子３に接続され
ると、バッテリポスト２２を覆うように配される。覆い部７１は、平板片４１ａと略同一
平面方向に延びた基部７１ａと、基部７１ａに連なり立設片４１ｂと反対方向に突出した
断面コ字状の凹部７１ｂとを備えている。凹部７１ｂは、内部にバッテリポスト２２の先
端を位置付ける。
【００４４】
　係合部７２は、凹部７１ｂの端部に連なり、円弧状に湾曲している。係合部７２は、バ
ッテリ端子３の連結部３７と略等しい曲率で湾曲している。係合部７２は、図１及び図５
に示すように、バッテリ端子３の連結部３７の外周面上に配され、湾曲した内部（内側）
に連結部３７を位置付けて、連結部３７に該連結部３７を中心に矢印Ｒ方向に回転自在に
係合する。
【００４５】
　係合部７２が連結部３７と係合することによって、図５に示すように、ヒュージブルリ
ンクユニット４は、連結部３７を中心に矢印Ｒ方向に回転自在にバッテリ端子３に取り付
けられる。矢印Ｒは、ヒュージブルリンクユニット４とバッテリ端子３とが相対的に接離
する（近づいたり離れたりする）方向をなしている。そして、ヒュージブルリンクユニッ
ト４が矢印Ｒ方向に回転してバッテリ端子３に近づいていくと、前述したように接続孔６
内にバッテリ端子３のスタッドボルト２２が通されて、ヒュージブルリンクユニット４が
バッテリ端子３の一端部３ａと接続される。
【００４６】
　被覆部５０は、ナイロン樹脂やポリプロピレン樹脂等の比較的耐熱性の高い合成樹脂等
で構成されている。被覆部５０は、前述した導体部４０を被覆する。被覆部５０は、図２
等に示すように、水平部５１と下垂部５２とを一体に備えている。水平部５１は、電源用
バスバ４１を被覆する。水平部５１は、図２に示すように、露出部５３と、放熱板５４と
を備えている。
【００４７】
　露出部５３は、平板片４１ａを被覆した水平部５１の両面を一部切り欠いている。露出
部５３は、平板片４１ａの接続孔６及び接続孔６近傍を外部に露出させる。放熱板５４は
、帯板状（リブ状）に形成され、水平部５１のバッテリ２から離れた外表面から突出して
複数設けられている。複数の放熱板５４は、互いに間隔をあけて互いに平行に設けられて
いる。
【００４８】
　下垂部５２は、オルタネータ用バスバ４２、接続用バスバ４３やボルト４７を被覆する
。下垂部５２は、図２に示すように、露出部５５、５６と、フード部５７とを備えている
。露出部５５は、可溶体４４近傍の下垂部５２の両面を切り欠いて形成されて、可溶体４
４を外部に露出させる。露出部５５には、合成樹脂性の透明カバー５５ａが取り付けられ
ている。露出部５６は、オルタネータ用バスバ４２の前述した一端を被覆した下垂部５２
を一部切り欠いて形成され、オルタネータ用バスバ４２のボルト用孔及び該ボルト用孔近
傍を外部に露出させる。
【００４９】
　フード部５７は、下垂部５２の端部に一対設けられている。フード部５７は、下方（図
１中、下方向）に向かって開口している。フード部５７内には、それぞれ、オルタネータ
用バスバ４２の前述した他端や、接続用バスバ４３の前述した他端が突出する。フード部
５７と、オルタネータ用バスバ４２や接続用バスバ４３の他端とは、コネクタ部５８を形
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成する。コネクタ部５８は、オルタネータや各種の電子機器等に接続された電線の端末に
取り付けられたコネクタ（図示せず）と嵌合して、ヒュージブルリンクユニット４と前記
電線とを電気的に接続する。
【００５０】
　前述した構成のヒュージブルリンクユニット４をバッテリ２に接続する際には、まず、
バッテリ端子３のバッテリ用孔３３内にバッテリポスト２２を通し、ボルト３４にナット
３５をねじ込んでバッテリ用孔３３を縮径させて、バッテリ端子３をバッテリ２に接続す
る。また、ヒュージブルリンクユニット４のコネクタ部５８に、電線の端末に取り付けら
れたコネクタを嵌合させて、ヒュージブルリンクユニット４と電子機器等を接続する。
【００５１】
　その後、ヒュージブルリンクユニット４をバッテリ２に近づけて、図５に示すように、
取付部７の係合部７２をバッテリ端子３の連結部３７に引っ掛ける。そして、係合部７２
が連結部３７の外周面上を摺動するように、ヒュージブルリンクユニット４を矢印Ｒ方向
に回転させてバッテリ端子３に近づけていく。
【００５２】
　すると、ヒュージブルリンクユニット４の接続孔６とバッテリ端子３のスタッドボルト
３２とが近づいて、接続孔６の第１の孔部６１内にスタッドボルト３２の先端が通される
。さらにヒュージブルリンクユニット４を回転させていくと、接続孔６内でスタッドボル
ト３２が第１の孔部６１から第２の孔部６２内へと移動していく。
【００５３】
　そして、図１に示すように、ヒュージブルリンクユニット４がバッテリ端子３に重ねら
れてヒュージブルリンクユニット４の回転が完了すると、スタッドボルト３２は第２の孔
部６２内に位置付けられ、バッテリポスト２２の先端が取付部７の凹部７１ｂ内に位置付
けられる。その後、スタッドボルト３２にナット６３をねじ込んでヒュージブルリンクユ
ニット４をバッテリ端子３に固定する。
【００５４】
　そして、ヒュージブルリンクユニット４のボルト４７にオルタネータの電線の端子金具
を接続しナットをねじ込んで、ヒュージブルリンクユニット４にオルタネータを接続する
。なお、オルタネータが小容量の場合には、コネクタ部５８を介してオルタネータを接続
してもよい。
【００５５】
　以上のようにバッテリ２に接続されたヒュージブルリンクユニット４は、電源用バスバ
４１に供給されたバッテリ２からの電力を、可溶体４４を介してそれぞれの接続用バスバ
４３に接続された電線に出力する。そして、ヒュージブルリンクユニット４は、バッテリ
２からの電力をそれぞれの電線に接続された電子機器等に分配するとともに、該電子機器
等に過度な電力が供給されることを防止する。また、ヒュージブルリンクユニット４は、
オルタネータ用バスバ４２に供給されたオルタネータからの電力を、可溶体４４を介して
電源用バスバ４１に出力して、バッテリ２を充電する。
【００５６】
　本実施形態によれば、ヒュージブルリンクユニット４が、バッテリ端子３の一端部３ａ
から立設したスタッドボルト３２を内部に通す接続孔６と、バッテリ端子３の連結部３７
に該連結部３７を中心に回転自在に取り付けられる取付部７とを備え、ヒュージブルリン
クユニット４とバッテリ端子３とが連結部３７を中心にして矢印Ｒ方向に回転してバッテ
リ端子３に近づくことによって、接続孔６内にスタッドボルト３２が通される構成となっ
ている。
【００５７】
　このため、接続孔６とスタッドボルト３２とを位置合わせしなくても接続孔６内にスタ
ッドボルト３２を簡単に通すことができ、ヒュージブルリンクユニット４のバッテリ端子
３への取付作業性を向上させることができる。また、接続孔６とスタッドボルト３２との
位置合わせが必要ないので、位置合わせのときに起こり得る接続孔６やスタッドボルト３
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２の損傷を防止できる。また、取付部７が連結部３７に取り付けられることによって、ス
タッドボルト３２にナット６３をねじ込む前であってもバッテリ端子３上から浮き上がる
ことがない。
【００５８】
　また、ヒュージブルリンクユニット４が接続孔６と取付部７の２箇所でバッテリ端子３
に接続され（取り付けられ）、さらには取付部７が係止片３９とボルト３４の頭部との間
に位置付けられるので、スタッドボルト３２にナット６３をねじ込むときの回転トルクに
よってヒュージブルリンクユニット４が回転してしまうことがない。このため、取付作業
時にヒュージブルリンクユニット４を把持し続ける必要がなく、取付作業性を向上させる
ことができる。また、従来の１箇所（接続孔６のみ）で接続された場合と比較して、ヒュ
ージブルリンクユニット４が揺動したとき等にバッテリ端子３やバッテリポスト２２にか
かる応力が分散され、バッテリ端子３やバッテリポスト２２の損傷を防止できる。
【００５９】
　取付部７が、バッテリポスト２２を覆うように配される覆い部７１と、覆い部７１に連
なりかつ連結部３７に回転自在に係合する係合部７２とを備えている。このため、覆い部
７１によって、通電時にバッテリポスト２２やバッテリ端子３から放出される熱を効果的
に放熱できる。また、係合部７２によって、ヒュージブルリンクユニット４を確実に回転
させることができる。
【００６０】
　接続孔６が、第１の孔部と該第１の孔部に連なる第２の孔部とを備え、ヒュージブルリ
ンクユニット４が矢印Ｒ方向に回転してバッテリ端子３に近づいていくと第１の孔部内に
通されたスタッドボルト３２が第２の孔部へと移動していき、ヒュージブルリンクユニッ
ト４とバッテリ端子３とが重なり合って回転が完了するとスタッドボルト３２が第２の孔
部内に位置付けられる構成となっている。このため、ヒュージブルリンクユニット４を回
転させるときにスタッドボルト３２が接続孔６の外縁と当接することがなく、ヒュージブ
ルリンクユニット４を確実に回転させることができる。
【００６１】
　前述した実施形態においては、係合部７２が連結部３７と略等しい曲率で湾曲した形状
とされていたが、係合部７２の形状はこれに限定されるものではなく、例えば図６に示す
ような形状であってもよい。図６に示す係合部７３は、断面Ｌ字状の収容部７３ａと、収
容部７３ａに連なり該収容部７３ａの内方向に突出した断面Ｖ字状の係止部７３ｂとを備
えている。係合部７３は、収容部７３ａ内に連結部３７を配し係止部７３ｂで該連結部３
７を収容部７３ａ内に係止して、連結部３７を内部に位置付ける。
【００６２】
　なお、前述した実施形態は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施形
態に限定されるものではない。即ち、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して実施
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の一実施形態にかかるヒュージブルリンクユニットの接続構造を示す一部
断面図である。
【図２】図１に示されたヒュージブルリンクユニットの斜視図である。
【図３】図１に示されたヒュージブルリンクユニットの導体部を示す側面図である。
【図４】図３に示された電源用バスバと取付部とを示す上面図である。
【図５】図１に示されたヒュージブルリンクユニットが回転する直前の状態を示す一部断
面図である。
【図６】図１に示された係止部の変形例を示す一部断面図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　　ヒュージブルリンクユニットの接続構造
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　２　　バッテリ
　３　　バッテリ端子
　３ａ　　一端部
　４　　ヒュージブルリンクユニット
　６　　接続孔（接続部）
　７　　取付部
　２２　　バッテリポスト
　３２　　スタッドボルト
　３７　　連結部（他端部）
　６１　　第１の孔部
　６２　　第２の孔部
　７１　　覆い部
　７２、７３　　係合部

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】
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